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自己紹介

❖ 東京大学先端科学技術研究セン
ターに所属

❖ 応用データサイエンスを目指し
たい

❖ 日経コンピュータさんに取材し
てもらいました

❖ このコミュニティのロゴが拙著
なのはゴリ押しではないです

https://tech.nikkeibp.co.jp/atcl/nxt/column/18/00818/061100001/

https://tech.nikkeibp.co.jp/atcl/nxt/column/18/00818/061100001/


お知らせ
❖ RとStanではじめるベイズ統計モデリ
ングによるデータ分析入門

❖ データ分析の基礎から解説

❖ フルカラーで見やすい

❖ 講談社【実践Data Scienceシ
リーズ】第1弾！

❖ ほんとは、別の本が第1弾の予
定だった・・・



もくじ

❖ シグモイド関数の形

❖ Pythonで3D描画をするには

❖ Mayaviを使った描画

❖ 4次元空間へ



シグモイド関数

y =
1

1 + e−ax
(a > 0)

はじめて見たらどんな形かわからない・・・



描いてみればいい



ロジステック回帰

説明変数

目的変数
0または1

説明変数が1つと目的変数で描画には2次元が必要



3次元までは活用したい



3D描画

❖ Matplotlibでも描ける

❖ ゴリゴリ動かしたい？

❖ VPythonも面白そう

❖ GlowScript（よく知らな
い）と連携してWebとの相性
も良い

https://matplotlib.org/3.1.1/gallery/mplot3d/scatter3d.html

Matplotlib

https://www.glowscript.org/#/user/GlowScriptDemos/folder/Examples/program/Plot3D

VPython

https://www.glowscript.org/#/user/GlowScriptDemos/folder/Examples/program/Plot3D


Panda3D

❖ C++で開発されPythonのAPIが
ある本格的3D描画ライブラリ

❖ 2002年が最初のリリース

❖ もともとDisneyで使われて
いた？

❖ カッコイイけど、ちょっと違う
気もする・・・

https://www.panda3d.org/

https://www.panda3d.org/


Mayavi

❖ 科学計算のための3D描画ライ
ブラリ

❖ Enthought社が開発している？

❖ インストールが困難という話も
あるが、macのPython3.7.3に
はpipで普通に入った

https://docs.enthought.com/mayavi/mayavi/

https://docs.enthought.com/mayavi/mayavi/


Jupyter Notebookで動く



説明変数2＋目的変数1で3次元を使った可視化



数式はイメージが難しい

Cを大きくするとどうなるか？



傾斜が変わる

C=0.1 C=10



2Dで良くね？

3次元（説明変数2＋目的変数1）を2次元のコンター図にしている



説明変数が3つ

4次元空間で実行されたロジステック回帰の結果を3次元のコンター図にしてみる！



4次元を垣間見た気がする・・・



まとめ

❖ 2D, 3Dグラフ描画が数学の理解を助ける

❖ 科学計算関連の3DプロットはMayaviがおすすめ

❖ Mayaviはnumpyのよい練習になりそう


